




































Some Criteria for Reflection on Childcare and Education,
Based on the Features of Verbal Support of an Experienced
Preschool Teacher during Sandpit Play
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が必要であるとしている。本研究で提示を試みた
「自らの保育をとらえるための視点」は，山内の
言うところの「具体的な評価言語」に相当するも
のと考えられる。
自らの保育実践の振り返りが，保育者の専門性
の向上，保育の質の向上の中核をなすものである
とされる今日，学生が自らの保育実践を振り返る
際に手がかりとし得る，「自らの保育をとらえる
視点」の一部を提示していくことは，保育者養成
校教員の責務であろう。
本研究は，砂場遊びにおける保育者の言葉かけ
から，それらの視点の提示を試みたが，今後，他
の場面における保育者の言葉かけや技法にも着目
しながら，「自らの保育をとらえる視点」の提示
を試みていきたい。あわせて，学生自身の保育実
践の振り返りにおいてそれらが有効に機能してい
くための，保育者養成校での授業実践についても
検討していきたい。
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